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豪華済学級究 35-2 
北話器道大学 1985‘曾

〈資料〉

マルクス fテヒノロギ}史抜粋ノ…ト』

を調査して

二i:::"
口 回文和

はじめに

かつて筆者は， rγルクス機械論形成史j 研
究の一環として，ハンスベーター・ミュラ…の

をもとに， γ ノレクス『テいノロギ

…史抜粋/ート』めを紹介丞検討したところが

あっため。しかしながらミ品ラーのf解読書jは，

箸者も付言しておいたように，資料所蔵先の社

会史璽際研究所 (InternationaalInstituut 

voor Sociale Geschiedenis， Amsterdam， J，:.J 

1 1 S G とよぶ〉 の許可をえずに公刊され

たと伊いう荷額4) のみならず， r解読Jそのもの
に不正確なところや， r解畿j 表示法が…貫し
ていないところがあった530

1) Karl Mar京，Die tech露。10gisch-historischen 
Exzerpte. Historisch -kritische Aus霧器be.
Transkribiert u怨dherausgegeben von Han串}
Peter M設ller，Ull抗告in，1982. 
2) 鍛え努が fテピノ開ギ一史抜粋/…ト』 と呼ぶの
は""lvグスの1863年1月28日付，品ンゲルスあ
て手紙の表現 (" di母 technologisch…histori欄
schen Exzerpt記つによる。 Marx E.匁gels
Werke. Bd. 30. S. 321. 十字ノレタス・且ンゲル
ス全然』第30巻， 1972執 258ページ参照。以下
MEW. Bd. 30. S. 321.訳 258ベージというよ
うに略記するC
心掛帯電 0.H. M.ポッベ『テとノ口ギーの畿史』
と『資本総JU，北海滋大学『経済学研究』務部
運委第1号， 1事83年。
4) Inter刃atio録。1R抑制01Social Histoη. Vol. 
XXVII. 1982. Part 1， False Alarm. 
5) M. M怯lIer，Kritik und Bibliographie， Beit明
rage zuダ Geschichteder Arbeiterbewegung. 

そこで， さきの「解読書Jz.詔介・検討した

著者の責援において， この産 11 S Gで，

接コt9ジナル資料にもとづいた譲査を特なう機

もったので，その…部きどここ

きたい。

I. ノートの形状

してお

当該のマルクス Fぅ'1-1:::ノ口ギ一党抜斡ノー

ト』は， 1851年にj作成されたマルクスのロンド

ン時代における一連の抜粋ノートの 1摺であっ

て， 現夜 11 S Gにそのオリジナノレが保存さ

れている。 11 S Gの「マルクス・品ンゲル

ス遺稿 の新宮録においては， rB-51Jと分

額されている。

まずノートの形状についてのべれば，大きさ

は 1ページたて227xよこ187mmで，全体11

のこっ折り用紙 (Bogen)の1ページから44べ

ジまでによって構成されている。 1ぺ…ジと

2ページが表ぺ…ジと菱重ページの関係で，その

額係が43ページと44ページにまマつづいてい

るG 表表紙くじmschlagseite.1. 2) と裏表

紙 (Umschlagseite.3. 4)はついていないG

1ページ 3ページなどの奇数ベ…ジには右は

回83.Heft 2. S. 297~S. 300. M. Muller und 
J. Jungnickel含 Annotation悲n zu neuerer 
Marx-Engels-Literatur aus k乱pitaHstisch告n
L茸ndern，Beitrage zur Marx-E銘gelsゅFor-
schung. Heft 13. 1982. S. 1l6~S. 120. 
6) 1.録。側tardes Marx吋 Engelト.Nachlasses，1. 
Band Marx. S. 42. 
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しのうえに3)というようにマルクスによるペ

ージづけがあらかじめなされており，同様に2

ページ 4ページなどの偶数ページには左はし

うえにページづけが記入されている。

1ページは，ページ上部に鉛筆でHeftXVII 

と書かれ，その右下に同じく鉛筆で1B-56jと

記入されている。おそらく HeftXVIIはその

筆跡からしてマルクスの筆になるものであろ

(図-1)マルクス『テヒノロギ一史抜粋ノート』

|11

2

. I~判ヤ l

lT I Iヤ|
l↑I Iγl 
lT I Iナ|
l91

10 

I 

1nr

2 

1 

113r4 I 

!15r6 I 

l

17

1

18 

1 

|ヤ|

|γ| 

13γ|  

l331

34 

I 

iア|

l ア|

|ア l

lアl
|23124 .1 

ρミ4与
す・ 研 究 35-2 

う。1B-56jは 11 S G の旧目録の分類で

ある。 1ページは左はしにたて状のしみがあ

り， これは1ページの裏ページにあたる 2ペー

ジにインクのこぼれた跡があるためで、ある。 1

ページにはこの他に多くのしみとすりきれた跡

があり，ページの右はしには欠けた部分があ

る。また一番裏にあたる43ページと44ページは

とじ目が半分程度欠けている。そして 1ページ

と44ページとは全体が褐色になっている。これ

らのことが生じたのは，さきにのべたように，

このノートに，表表紙と裏表紙がつけられてい

なかったためであると考えられる。もちろんそ

の他のページにも多くのしみが散見される。

この他のページの特徴についてのべれば， 40 

ページの上部約40%がユア『技術辞典』からの

蒸気機関の説明図となっている。また41ページ

と42ページ(それぞれ表ページと裏ページの関

係)は，下のとじ目が一部欠けている。マルク

スの筆記法は， 39ページ以降は，行聞が比較的

多くとられているけれども，全体として細!いぺ

ン字で調密な記入となっている。

11. ノートの番号づけ

当該ノートは， 1 1 S G の旧目録にあっては

1B-56jと分類され(ミュラーはこの分類に

したがっている)， 新目録では1B-5ljに分類

されている。従来 V.アドラッキーらは，旧版
『経済学批判要綱』の文献注において，マルク

スのロンドン時代の一連の抜粋ノートとの関係

でこのノートの番号づけを XVとみなしてき

た7)。

これにたいして M.リュベールらは， ノート

に記入された番号をもとにノートを XVIIと理

7) Kar1 Marx， Grundrisse der Kritik der Poli-
tisch，en Okonomie (Rohentwurf) 1857-1858. 
Moskau. 1939 CDietz Ver1ag. Berlin. 1953J 
Literaturverzeichnis. S.1066. K. Fricke/W. 
Jahn，，， Marx' Londoner Exzerpthefte von 
1850 bis 1853“， in Arbeitsblatter zur Marx-
Engels-Forschung， Heft 2， 1976， S. 64. 76. 
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解し ミュラ…もこれにしたがっているお。

さきにのベたごとく， このノートの表表紙に

あたる第1ページには，おそらくマルクス

になるとみられる HeftXVIIという鉛筆繋き

出される。これにたいして，開じロンドン

時代のノート1B-60j (新関録。 IB目録では

1B~48j) においても， 鉛筆で HeftXVIIと

記入されている。ノート rR-60j には，その

10ページに Newman. S. (Contiti. v. Heft 

XVI. p. 43) と議かれ， 67ぺ…ジ(最終ペー

ジ〉でK. D. Hullmannについて， Schluβ 

sieh. Heft XVIIIと記されている。これらの

ことは， fB-60jが本来， Heft XVIと Heft

XVIIIのあいだの HeftXVIIであったとい

うことを京愛している。したがってここから

1B-51J ~;こしるされた Heft XVII 合， 本来

Heft XV とすべきものの誤記としてみなすこ

とむ可能である9九今後なお検討が必要な期患

である Q

III. ノートの作成時期

ノ…トの作成時期については，マルクス

の， 1851年10JH3日付のL ンゲノレスあて手紙に

8) M. Rubel，“Les cahi号rsde lectur告 deKarl 
Marx，" Infe門wtio録。1Revie説I01 Social His-
tory， Vo1. 2. 1957‘p.412雫 F.Neub呂uer，Marx-
E鍔gelsBilJliographie， Harald Boldt Verlag， 
Boppard， 1979. S. 82. 
9)以とは，大野節夫氏〈問忘社大学〉の御教示によ
Qo記して謝意を義援したL、。 SPD(ドイツ社会民
主党〉待代のかventardes Marx-E銘gels-
Archivs こは Konvo1. Nr.22 として， ['Zu: 
Geschicht邑 u.Wes君主1der T出 hnologie: POp-
pe: Gesch. derてrechnologie.1850J と記され
ているo Paul Mayer， >>Die Geschicht邑 d相
自ozial偽mokratischenParteiarchivs und das 
Schicksal d告sMarx叩Engels Nachlasses“ 
Archiv I1苦rSozialgeschichte， VI./VIII. Band 
・1966/67.S. 170.なお新 MEGA編集者は，
K. D. Hullmann抜粋/ートを狂告ftXVII と
みなしている。 F.Sεhellhardt， "Manど Ex-
zeq父母 uber K.D. Hullmanns Werke im 
狂eftXVII d母r“London邑rHefte 1850-1853""， 
ArbeitslJllitter zur Marx-E刃gels-Forschung.
Heft 16. 1983. 

おいて， I図書籍で，にテヒノ P~ーとその

歴史，農学について勉強しているJ10) とLるさ

れているミことを設拠にして，アドラツ:i¥'-ー

ら223，そしてザュベーノレ12〉， ミ品ラー 13)は， Iま

ぼ 1851年の 9月から10月にかけてと推定L，

1 1 S Gの新悶録も1851年10年ごろとしてい
る1430

筆者はこれについてとりたてて奥読はない

が，開題はむしろマルクスがこの持謝 (1851年

9 月 ~10月ごろ)に，なぜテヒノロギ…関係の

ノートをど作成したかにあるようにおもわれる O

これについて新 MEGA嬢築にあたり

『戸ンドン放幹ノーリを担当されているハレ

大学のW.ヤ…ン教授は，筆者との討論?におい
てつぎのようにのべられた。すなわちtマルクス

がヲカードゥ学説の検討進経で，利?爵率の傾向

的低下の問題と地代の街題に関心をいだき，和j

謂率の傾向的低下に反対に作用する婆剖とし

て，デヒノ Pギーの関穎が盤寮であると

また地代の問題もこの時期，ジ虫ーンズやすー

どとなどを検討して自然科学やテヒノ Pギーの

とのかかわりで研究する視点をもつにいた

った， と。

筆者はこれについて額轄すべき内容を含んで

いると考えるが，なおさきのマルクスのエンゲ

ノレスあて手紙 (1851年10JU3日付)において，

γ ノレクスが当時 (1851年 5月からlOJlまで)開

催されていた産業博覧会の内容について強い印

象をうけたとのべている

10) MEW. Bd. 27. S. 359.訳307ベ}ジ。
11) Karl Marx， Chronik seines Lebens in Ein・
zeldafen， zusamm叩 gestelltvom M在rx叩En-
gels-Lenin -Institut， Moskau， 1934. S. 113. 
MEW. Bd. 8. S 671.訟25ベージ。
12) M. Rubel， op. cit.， p. 3路 ff.
13)双ans-PeterMuller， op. cit.， S. (15). ミ品ラ
…はIl抜粋ノ…トJが異なる刻々 のま寺点に望書か
れたことをも推論しているがゆ.(13)， (14))， 

筆者にはその叡拠がぶ明確であるようにみえる 0
14) Invenfar des Marx-Engels-Nachlasses， 1. 
Band Marx. S. 42. 
15) MEW. Bd. 27. S. 359. 訳307~308ページ。
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の内容をもとにした さと当該の

ノ…トとともに H861-1863年草稿Jそして

F資本論j執築のさい捷用しているからであ

る問。言葉をかえれば， 1851年当持関f復されて
いた車業博覧会がマルクスの『テヒ/ロギ…史

抜粋ノ…ト』作成の諌畿となり，またこの産業

博覧会の持容をもとにした F議関民の産業』が

とノロギー史抜粋ノート』とあわせて， IF資

本論J第1巻第13霊友 F議械と大工業jの寵接の

資料上の基礎となっている点、会重要と考えるも

のである。

IV. ノートの構成

?ノレクス Fテじノロギー史抜粋ノ…リ (払

51)の内容構成はつぎのとおり併である(ノート

における下線をひかれた表題をイタリグスで示

す)0 

。Poppe(J. H. M.)， Die Mechanik des 18' 
Jahrhunderts und der ersten Jahre des 

19'e". Pyrmont. 1807. CH8"tlU包と19世紀は

じめの機縁学〔カ学JJl) 1ページ 2行。
o Poppe (J. H.拭)， Lehrbuch der all ge・

me加en Technologie. Frankfurt a/M 

1809. (IF一般テヒノロギ…教程Jl) 1べ…ジ

の3f.T白から3ページの3分の2まで，合計

2ページ 4分の 30
。Poppe，Die Physi長vorz必glichin Anwen-
dung auf Kunste， Manufαkturen und 

G潟dere nutzliche Geωerbe. Tubingen. 

1830. (IF工芸， マニュヅァクチュア， その

能有用産業に器用された物理学Jl) 3ページ

の3分の2から10ページの3分の1まで，合

計6ページ3分の20

。Poppe(J. H. M.) Geschichte der Mαthe-
matik seit der altesten bis auf die neuψ 

ste Zeit. Tubi終gen，1828. (IF最古代から

最近i"'fの数学史Jl) 10ページの3分の1か

16)総務再議題民の産業』と t資本総u北海道大繁

ら11ページの3分のlまで，合計1ぺ…ジ。

o Poppe (J. H. M.) Geschiεhte der Tech録。姐

logie. 3 Bde. Gottingen. 1807-11. ザテ

ヒノロギーの歴史Jl) 日ベージの3分のlか

ら37ベ…ジの3分の 1iで，合計26ベージ O

oDr. A然drewUre， Technisches Worterbuch 
bearbeitet von K. Karmarsch und Dr. F. 

Heeren. Prag. 1843-44. (3 Vols). (IF技

術辞典Ji)37ページの3分のlから44ページ

2行目安で，合計8ページ弱。

o Beckmann， Beytrage zur Geschichte der 

Erfindungen. Gδttingen. 1780-1805. 5 

Bande. 官発明史論集Jl) 44ページの 3分の

1，合計3分のlページ問。

rテヒ/ロギ…史抜粋ノート』のじゃ心たなす
ボッペ Fテヒノロギーの歴史』からは，以下の

苦言分からそれぞれの行数(ノ…トの行数〉が抜

粋されている。

第1巻，序説54行p 食謹・ミューレ 130

衣駿装飾20行。

2巻，服装22f.T， 住藍24仔，時計 183

製紙・製本78行，光学・理学・音楽用具47

行，その他29行，金属加工59行，食・酒27

fj，衣服装飾品22行，武器・鋳貨82行。

第3巻， ランプ・ランタン他42行，タパコ27

印刷・製材他44行，製議・製糖36行，な

めし皮他35行，染;JS!.10行， ビール・詐・火潜

35行，陶器13行 :!fラス製品11行，染色32
持18)。

『経済学研究』綴32巻第3サ， 1982年。
17)ミュラーの解説における内容構成のページ数淡示
(S. LXXVII)は正確ではなL、。
18)ミュラーの解説における行数表示 (S.LXIII)は
正確ではなL、。 なお， 1854一部妻子に作成されたと
みられるマルクスのノートrB-75J(1 1 S G新
聞豪華〉の19ベージには，品アとポッベの抜粋か
らのさらなる抜粋が行なわれてし、る (S. 19. Z. 
32-37)。ミュラーの「解読議J(S.おめでは， 18
g録にしたがって，rB-79Jの25ベ…ジ (11S G 
のページづけ〉からの抜粋としている。
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V. ミュラー「解読書」の問題点

ミュラーの「解読書」は，独自の序文と解説

を含んでおり， これにたいして筆者なりの見解

をもつものであるが， ここでは純粋に解読上の

問題点に限定して，かつて同書を引用・利用し

たものの責任において筆者の調査しえたかぎり

において，その不正確な部分をただしておきた

L 、。
問題点は，大きくわけで，①マルクス『テヒ

ノロギ一史抜粋ノート』のオリジナルに存在す

る部分を脱落させている個所，②マルクスのオ

リジナルに存在する下線強調部を脱落させてい

る個所，③マルクスの筆記体に存在する大文

字・小文字の区別を不明確にしている個所，④

マルクスの抜粋対象となっているポッべなどの

原典ページ数を誤って表示しでいる個所，⑤解

読表示法の問題，などに整理することができ

る。

①マノレグス『抜粋ノート』の一部を脱落させ

ている個所

マルグス『テヒノロギ一史抜粋ノート~ 31ペ

ージ22行目には，ポッペ『テヒノロギーの歴

史』第3巻22-23ページからの抜粋がつぎのよ

うに行なわれている。

" gab es schon im fernsten Alterthume. 

Alexander der Grose ersten sie in 

Griechenland ein， Julius Caser brachte 

sie bey den Romern in Gebrauch. Auch“ 

しかしミュラーの「解読書」は，以下に示す

個所においてこの部分を1行全体脱落させてい
る19)。

"Ebenso m. d. Lαternen. C J Blendlater-
nen hatten d. Alten“ 

19) Hans~Peter Muller， 0ρ. cit.， S. 126. Z. 4. 

こうした脱落は細かいものでは他にいくつか

あるが，内容上重要な論点にかかわる個所にお

いて脱落がみられる。たとえば~テヒノロギ

一史抜粋ノート~ 13ページ49行自に，ポッペ

『テヒノロギーの歴史』第1巻163ページから

の抜粋がつぎのように行なわれている。

"kein 1ebendiges GefaUe hatte， oder 

keine senkrechte Hohe von der schiefen 

Flache an bis zur Horizontalflache 

gerechnet.“ 

ここに二重下線部の anは，ポッベの原文

(Bd. I. S. 163)，そしてマルクスの『抜粋ノー

ト~ (S. 13. Z. 49)にも正しく記入されている

けれども， ミュラーの「解読書」におlいては，

これ (an)が脱落している船。のちに改めてふ

れることにしたい。

②マノレグスの下線強調部を脱落させている個

所

マルクスが抜粋にあたり下線をつけで強調し

た個所は多数存在している(そのなかには，原

典でゴシックとなっていた個所もある)。 ミュ

ラーの「解読書」においては，マルクスの下線

強調部はゴシックの表示となっている。しかし

マルクスの下線強調部の多数を脱落させ，ある

いは下線がつけられていないにもかかわらずゴ

シック表示となっている個所がある。

マルクスのいュラー「解l
/-トベー晴香」ベージ|
ジ数，行自激，行目 | 

下線強調部文字

S. 1. Z. 251S. 4. Z.37-381 die wie eine Schere an 
S. 3. Z. 341S. 14. Z. 9・101Sei1rader u. Rollen 

S. 7. Z. 20 IS. 31. Z. 6 1 Glas =90 
S. 16. Z. 20 IS. 67. Z. 21 1 Appretiren 
S.17.Z. 31S. 70.Z. 18 1 Mulgarn 
S. 18. Z. 11S. 74. Z. 32 1 Neapel 
S. 18. Z. 30 IS. 77. Z.l1 1 Maschen 

S. 19. Z. 20 IS. 80. Z.14・151Fraunzimmerleibchen 

S.24.Z. 7IS.98.Z. 4 1 Cardanus 

20) Hans-Peter. Muller， op. cit.， S. 57. Z.l← 
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S. 25. Z. 451S. 104. Z. 14 1 Bri1len 

S. 27. Z. 221S. 109. Z. 37 1 schlammen 

S. 28. Z. 36 IS. 115. Z. 2 

S. 29. Z. 341S. 118.Z.37 

S. 30. Z. 31IS.122. Z. 29 

S.30. Z.47IS. 124.Z. 2 

S. 32. Z. 20 IS. 129. Z.23 

S.33.Z. 121S. 133.Z. 9 

S.33.Z.32IS.134.Z.35 

S.34.Z. 51S. 136. Z.33 

Holzern Siedegefasse 

Reutergeschos 

M巴ssingener
Saitendrath 

Hammer 

Innocenz XII 

eigentlichen 

Soolensalz 

Zuckers 

S.34.Z.11IS.137.Z.16 1 Zukererde 

S.37. Z.19 IS. 149.Z. 3 1 Schlagmaschine 

S. 39. Z. 27 IS. 155. Z. 15 1 Savery 

これとは逆に， マルクスにあって下線強調部

となっていなlいにもかかわらず， ミュラーの

「解読書」ではゴシック表示としているところ

がある。

マルFスの|ミュラー「解|
ノートベーは読書」ベージ|
ジ数，行目数，行目 | 

S.10.Z.18IS. 44.Z. 9 

S.10.Z.21IS. 44.Z.21 

S.18.Z.37IS. 77.Z.31 

S.27.Z.25IS. 110. Z. 9 

下線部強調文字

cultivirt 

Accentzeichen 

1527 

1579 

S. 31. Z. 111 S. 125. Z. 10 I Argand 

S. 33. Z. 20 1 S. 133. Z. 35 1 Joh. Ad. 

③大文字と小文字の未区別個所

ミュラーにあって，誤りとはいえないが不正

確な解読部分として，マルクスの筆記における

大文字と小文字の区別がつけられずに表示され

ているところがある。たとえば『抜粋ノート』

1ページにおけるポッベの原典表題は，正しく

はつぎのようになっている(原文の短縮形で示

す)。

Poppe (J. H. M.) Die Mechanik des 18t 

Jhdts u. d. ersten Jahre d. 19
ten， Pyrmont. 

1807. 

ところがミュラーの「解読書」においては以

下のようになっている問。

POPPE (J. H. M.) DIE MECHANIK DES 

18t JHDTS U. D. ERSTEN JAHRE D. 

19ten， PYRIJ10NT. 1807. 

同様の問題は~抜粋ノート~ 11ページ15行

自から17行自問，同44ページ 3行目叫に見出さ

れる。

④ポッペ原典ページの誤記伺所

ミュラーの「解読書」は，マルクスが抜粋対

象としたポッべなどの原典ページ数をあわせて

示している(これは，マルクスの『抜粋ノー

ト』 自体には存在しない)。 しかしながらその

ページ数にも誤りがみられる。

⑤解読表示法の問題

ポッベの原典ベージ

10ー→12

166 

214 

84/85 

この他の問題点として， ミュラーの解読表示

法には一貫しない点があることを指摘しておか

なければならなし、。マルグスの『抜粋ノート』

の筆記法の多くは，彼独自の短縮形で表記され

て!いる。ミュラーの「解読書」の場合には， こ

のマルクスの短縮形をそのままのかたちで示

し，注記において完全な形になおすという原則

をとっているが， この原則は必ずしも一貫して

適用されていない。ある場合には，注記ではな

く本文において完全な形になおされているとこ

ろもある(たとえば， d.， des， der， denなど)。

以上，筆者が確認しえたかぎりにおいて， ミ

21) Hans-Peter Muller， op. cit.， S. 3. Z. 1-2. 
22) Hans-Peter Muller， op. cit.， S. 47. Z. 21-25. 
23) Hans-Peter Muller， op. cit.， S. 166. Z. 4-6. 
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ュラーの「解読書」の問題点を5点にわたりの

べてみた。

VI. Wテヒノロギー史抜粋ノート』の利用法

筆者が本来，マルクス『テヒノロギ一史抜粋

ノート』に関心をもつにいたったのは，このノ

ートが 111861-1863年草稿』ならびに『資本

論』に広範聞に利用されているからであった。

現在， 111861-1863年草稿』の中の Ir.機械。

自然諸力と科学の応用」部分の執筆時期につ

き，筆者は新 MEGA編集部の見解 (Ir・機

械。…」官頭の HeftV -190~ V -211は1862年

3月に執筆された)とは異なり， 1 r.機械。…」

官頭部分も HeftV-211以降と同じ時期の1863

年1月ごろに執筆されたと主張している制。

そのさい，筆者の見解の 1つの論拠となって

いるのは， 111861-1863年草稿』中の HeftV 

192の記述の一部がさきのマルクス『テヒノロ

ギ一史抜粋ノート』の13ページ49行目にもとづ

くものであり，マルクスが1863年1月28日付の

エンゲルスあての手紙において， このノートを

読みかえしたとのべている点であった向。

今回， この『抜粋ノート』のオリジナルを調

査して改めて印象づけられたのは， 111861-1863 

年草稿』の HeftXIX -1162以降における記述

が， W抜粋ノート』の同じ見聞きページにあた
る， 12ページから13ページにかけてにもとづい

でいるということであり， 換言すれば， Heft 

V-192と HeftXIX -1162以降の記述のもと

になっている『抜粋ノート』のページが同じ見

聞き部分にあるということであった。このこと

は， 1 r.機械。…j冒頭部分が，それ以降の部

分とともに「中断Jなく書かれたという私見を

いっそううらづけるものであるといえよう。

24)拙稿 m剰余価値学説史』と『機械論草稿HW経
済Jl1983年10月号。同「ふたたび『機械論草稿』に
ついてJ，W経済Jl1984年5月号，参照。
25) MEW. Bd. 30. S. 320.訳257ベージ。

むすび

本稿において，筆者は直接オリジナル資料の

調査にもとづいてマルグス『テヒノロギ一史抜

粋ノート』の書誌的特徴を紹介し，かつ筆者自

身かつて紹介・利用したミュラーによる同ノー

トの「解読書」の問題点を指摘した。

もとより，筆者自身の解読に誤りもありえよ

う。今後研讃を積みただして行きた，いと念ずる

次第である。同ノートは，新 MEGA版?で第

N部の第9巻か第10巻として， 1990年に刊行さ

れる予定であるとのことである。今回ハレ大学

でその編集担当者であるH.A.ゴルクス博士

と， u.ガランダ一女史に直接お会いし， 討論
の機会をもつことができた。そして今後，資料

交換と意見交換をつづけ，筆者としても新ME

GA版編集に協力することとなった。研究の成

果を新 MEGA版編集に反映させ，かつ個別

にも明らかとなった点を報告していく次第であ

る。

〔付論〕

マルクス『パピジ・ユア抜粋ノート』につい

て

マルクスがブリュッセル時代の1845年に作成

した『パピジ・ユア抜粋ノート』についてここ

で簡単にのべておきたい。このノートのオリジ

ナルは， 1 1 S G の新目録1B-33j (旧目録

IB-30j) として分類されている。筆者もかつ

て紹介したごとく， ライナー・ヴィンケルマン

によって，その「解読書j26)が刊行されたが，

さきのマルクス『テヒノロギ一史抜粋ノート』

の「解読書」と同様の問題点をもっているよう

におもわれる。そこで筆者のオリジナノレ調査に

26) Karl Marx， Exzertte uber Arbeitsteilung， 
Maschinerie und lndustrie. Historisch-kriti-
sche Ausgabe. Transkribiert und heraus-
g巴gebenvon Rainer Winkelmann， Ullstein， 
1982. 
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もとづいてノートの概要を紹介し，あわせてさ

きの「解読書」の問題点について指摘しておき

たい。

当該ノートは1ページたて 307xよこ 197D1Dl 

の大きさをもち27〉，全体で17の二つ折り用紙

(Bogen) からなっている。表表紙の左上部は

しには， 2と鉛筆白でページづけがなされ，左上部

にジラノレダン (Aug.de Girardin)の抜粋が

行なわれ，ページ右側に鉛筆であとからrB-30J

と書き込まれている。このページは周辺部分が

かなり破損し，全体が変色している。 2ページ

の裏は3ページで，ノミピジの抜粋がはじめられ

ている。抜粋の方法は，中央から左半分と右半

分にわけられ，左半分から先に抜粋が記入され

ている。 3ページの中央上部に， 3) Babbage. 

(1832 geschrieben sein Buch) と記入され

ている。それ以降10ページ(左半分のみ)まで

パピジからの抜粋がつづけられている。 4ペー

ジと 5ページが表と裏の関係で，その関係は6

ページと 7ページ 8ページと 9ページ， 10ペ

ージと11ページとつづいている。

11ページから15ページまではユアからの抜粋

である。抜粋の方法は，バピジと同様である。

11ページの中央上部に， 4) Andrew Ure-と

記入され， 15ページの右半分の約3分の2まで

使用されている。 16ページには，ベレール

(Jacob Pereire)が抜粋されているけれども，

このページの裏は使用されていない。 17ページ

と記入されているところから30ページまでは

ロッシ (Pel1egrinoRossi) が抜粋されてい

る28)。

当該ノートに抜粋されている Char1es

Babbageの原典は Traitesur l'economie 

des machines et des manufactures; trad. 

de l'anglais sur la trosieme edi tion par 

Ed. Biot， Paris， 1833 であり Charles

27)ヴィンケルマンは， 310X201mmとしている。 Ibid.，
S.5. 
28)ヴィンケルマンは，筆者のいうはじめの第2ベー
ジを第1ベージとしてページづけを行なってい
る。したがって 1ページずつずれることになる。

(臨戸2)マルクス『バピジ・ユア抜粋ノート』

表裏 表裏

f 一つ， Jγ一一一司一下司-1戸石一一一一-一一-一-
同一紙葉 l八日

l4 1

5 

1 

l6 17 1 

l8 19 1 

l10 111 1 

l12 113 1 

l14 115 1 

116 I~B 1 

117 118 1 

l空白 l空白 | 

「l空白 | 
129 1ωI 

127 128 1 

125 126 1 

|23 124 1 

121 122 1 

119 [20 [ 

注)18ベージと19ベージが中心のみひらき。

Babbage， On the Economy of Machinery 

and Manufactures， London， 1833， 3rd ed. 

のフランス語訳である。

また AndrewUreの原典は，Philosoρhie 
des manufactures ou economie industrielle 

de la fabrica ion du coton， de la laine， 
du lin et de la soie， avec le descriρtion 

des diverses machines， enψloyees dans les 
ateliers anglais， Paris， 1836であり，Andrew 

Ure， ThePhilosophy of Manufactures， 

London， 1835のフランス語訳である。
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このノートの技粋対象となったパピジとユア

の原典は，ダニニr:..Jしズ (Roland Daniels) が

1849年にマルクスの褒蔵木を整理した居

(1850年〉に記載されている2930 したがって，

1845年のブリュッセノレ時代に狩戎されたパピジ

とユアからの f抜粋ノート3は，マルクスの所

議室本をもとに持なわれた可能性が強いと考えら

れる。

これに関連して，新加mGA 絞 ~1861 … 1863

年草稿』付属資料喜のは， U1861 -1863年草襲警j

の HeftIV， V (いわゆる「中断j以舗の部

分)におけるニネアからの引用は， ブリュッセノレ

時代の1845年の f設粋ノート~ (当該ノート〉

にもとづいて，ユア原典のパリ販ではなく，ブ

ヲ品 yふたノレ抜から行なわれたと解釈している。

そしてこれを， ir.機域。…」執筆「中断」謹の
1つの傍蓋としているようで、ある G しかしなが

ら，さきにのベたごとく，当該ノートの抜粋潔典

も叩ノレタスの現議本もともにブザュ γセノレ販

ではなく， バ P版である。この点は 1羽 L

〈γノレグス・レーぷン主毅研究所，ベノレ担け

のユングニ γケル研究員もみとめられたと

ころである。したがって，ささのユア原典は

U1861…1863年草稿』中の 17二機械。…j執筆の

「中断」以前がブ担品ツセノレ絞で， 1中断J以降

がパ P践であるとするのは， ir.議械。…J
「中断j説の1援拠としては成立しえないとこ

ろとなるo

つぎにヴィンケルマンの手になる

の問題点を指摘しておきたい。これもミ品ラー

のものとほぼ時様に整幾できょう。

29) Bestandsverzeichnis der Bibliothek von Karl 
Marx v告rfastvon Roland Dani記1s(1850) 
in Exlibris， Karl Marx und Friedrich E銘gels
(5chicksal und V母rzeichniseiner Bibliothek) 
Dietz Verlag， 1967. 5‘214 216.ただ
品アの原典をあやまってプリュッセノレ版としてい
るが，正しくはパ言板である。この点は 1M L 
のaングニッケノレ研究員が綴認されているc
30) MEGA. 1I. 3. Apparat. Di桂tzV巴rlag.1982. 
S.314吉.

①脱落個所，喜美記個所

5.11.布 Z.4 

内 務

die Unze u. Ha u鯛

ohne Kaufer (下線

官官脱落〉

p.58一一→p.85

@下線強豪寄部の誤記個所

φ文字間隔の誤記

内 毒事

肥rf相投盟主柑哩旦空:
巴議niques 下線なし}

30.000，000 (下皇室あり)
〈下車率あり)

Fせ 君事

Natur ̂nach nicht八

dePlacirt八werden

(八に関痛あり〉

ところで当該ノートの各部分には，たて方完

ゃななめ方向に，立三fこ赤鉛筆がひかれたところ

が見出される。これはマルクスの「農用済~PJ

であって，同じくマルクスの f引用ノートJや

H861-1863年掌機Jにも数多くみられるとこ

ろである。マルクスは各種のノートや掌織を他

の草稿やノートに利用するさいに， 1館用済部j

をつけたのである。このノ…トの場合には，主

に赤揺さ査が使用ざれ，その他黒イングと議録筆

でfすなわれている部分がある。赤鉛撃による

「使用済印jが3ページから15ページのほとん

どの部分につけられているのにたいして，

ングの「使路済印Jは，ユアからの抜幹がある
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12， 14， 15ページにのみしるされている。

筆者による 1M L (ベルリン)における

聞きとりによれば，当該の『パピジ・ユア抜粋

ノート』は，新 MEGA 版では，モスクワの

マルクス・レーニン主義研究所担当によって，

第N部の第3巻として1989年に刊行されるとの

ことである。それをまって，以上の内容を再度

確認することにしたい。
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